貨幣無體化の若干の考察(一) by 秋山 正明
貨
幣
無
樫
化
の
若
干
の
考
察
一
、
序
論
経
消
壌
の
内
に
於
て
貨
幣
壊
に
封
ず
る
論
理
は
最
も
困
難
と
さ
れ
て
居
る
、
共
れ
は
貨
幣
に
封
す
る
統
一
さ
れ
た
る
理
論
が
現
在
存
在
し
な
い
事
に
依
つ
で
も
明
確
で
あ
る
が
、
喚
同
経
憐
筆
者
、
カ
ー
ル
、
メ
ン
ガ
1
〈のを－
zgm怒
る
を
し
て
云
わ
し
め
れ
ば
「
貨
幣
ノ
迷
ノ
如
キ
現
象
ハ
今
日
ニ
於
テ
モ
猫
、
徹
底
的
一
一
究
明
セ
ラ
レ
ズ
、
何
等
ノ
一
致
デ
モ
獲
得
セ
ラ
レ
ナ
イ
L
と
、
蓋
し
現
時
に
一
て
は
貨
幣
に
劃
す
る
理
論
は
共
の
各
論
者
に
依
り
各
々
相
臭
っ
て
居
る
わ
け
で
る
る
。
大
戦
後
に
一
至
り
貨
幣
哩
論
は
こ
つ
の
傾
向
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
o
－
即
ち
某
の
一
つ
は
金
属
詮
で
あ
り
、
市
し
て
他
は
名
日
常
で
あ
る
。
之
．
。
ニ
つ
の
理
論
と
そ
貨
幣
理
論
に
於
け
る
二
大
論
争
O
中
心
に
外
な
ら
ね
。
犬
識
の
結
果
世
界
の
諸
問
は
共
の
各
自
闘
の
探
れ
る
貨
幣
制
度
に
・依
p
、
論
理
的
に
其
等
の
貨
幣
制
度
下
の
諸
現
象
が
所
謂
余
属
設
で
は
”
十
分
に
説
明
し
得
な
い
事
を
貰
際
に
認
識
し
、
定
に
名
目
設
は
貨
幣
盟
¢
論
止
に
重
要
な
位
置
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
之
の
金
属
設
に
か
b
る
者
自
設
の
出
現
と
そ
－
貨
幣
の
純
一
鴨
化
へ
の
方
一
歩
に
外
な
ら
( _.;) 
主
秋
lJ 
正
明
ぬ
の
で
あ
る
。
然
る
が
故
に
筆
者
は
先
宇
定
に
貨
帯
の
無
韓
化
を
論
や
る
に
先
き
立
ち
少
し
く
詳
細
に
前
記
の
金
属
設
よ
り
名
目
設
へ
の
移
行
に
就
き
、
共
の
根
本
的
な
る
賄
を
と
ら
へ
て
之
れ
が
説
明
を
な
さ
ん
と
す
る
者
で
有
る
。
’
前
述
す
る
如
〈
貨
崎
市
に
封
す
る
m
月
九
州
は
経
済
撃
中
に
於
て
最
も
複
雑
、
困
難
な
る
理
論
と
な
さ
れ
て
店
る
。
斯
の
如
き
問
題
を
取
上
げ
て
之
れ
が
批
判
を
・
な
す
事
は
筆
者
の
如
き
器
製
な
る
者
に
は
、
あ
ま
り
に
も
荷
が
勝
ち
過
ぎ
る
所
で
あ
る
が
、
幾
分
で
も
筆
者
の
一
五
わ
ん
と
す
る
所
が
述
べ
ら
れ
た
な
ら
ば
幸
と
す
る
所
で
あ
る
。
最
後
に
護
者
諸
氏
の
御
叱
正
を
得
ら
れ
a
A
ば
筆
者
の
悦
び
と
す
る
所
で
あ
る
。
＝
、
無
瞳
化
へ
の
基
本
的
援
展
貨
幣
無
酷
化
へ
の
基
礎
的
要
動
た
る
名
目
設
の
琵
艮
は
先
十
其
の
前
提
と
し
て
令
麗
設
か
ら
論
起
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ク
ナ
ッ
プ
〈
FH毛
色
は
共
の
名
著
、
貨
幣
悶
定
車
十
詑
舵
於
て
名
目
設
と
金
属
設
と
の
差
異
を
最
も
簡
翠
に
且
つ
明
確
に
唱
破
し
て
居
る
o
J
即
ち
佐
は
先
や
債
値
の
皐
牧
に
就
き
述
べ
て
居
る
。
然
し
て
債
植
田
昌
位
比
一
帽
の
名
稽
を
有
す
る
も
の
で
引
る
と
一
五
ふ
事
を
言
明
し
、
共
に
「
此
ノ
名
稽
・
例
ヘ
パ
馬
克
ハ
金
一
封
度
ノ
千
三
百
九
十
五
分
ノ
一
ナ
リ
ト
云
フ
ガ
如
タ
技
術
上
ノ
意
味
一
一
テ
定
義
ス
ル
事
ガ
出
来
ル
カ
？
是
レ
郎
チ
金
属
論
者
ノ
意
見
デ
ア
ル
。
或
ヒ
ハ
共
ノ
名
稿
は
技
術
上
ノ
意
味
昌
一
ア
定
義
ス
ル
事
ガ
到
底
不
加
能
デ
ア
ル
カ
｜
｜
若
し
然
－
フ
パ
夫
ハ
尚
如
何
ナ
ル
意
味
品
於
テ
定
義
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
デ
ア
ル
カ
？
是
レ
即
チ
名
目
論
J
配
慮
ス
ル
所
デ
ア
ル
」
（
註
一
）
と
云
っ
て
居
る
。
之
れ
を
更
に
一
一
居
詳
細
に
説
明
す
ぺ
〈
弐
に
貨
幣
を
一
つ
の
商
品
と
。
み
し
な
す
・
商
品
読
に
就
き
共
の
貨
幣
慣
値
の
理
論
を
見
ょ
う
。
即
ち
之
の
理
論
に
依
れ
ば
貨
幣
の
憤
値
は
、
貨
幣
そ
れ
自
身
が
間
有
の
債
依
を
有
す
る
も
の
で
有
る
と
な
し
｜
｜
商
品
と
同
様
に
し
て
、
最
も
通
用
カ
の
騒
ぎ
商
品
で
あ
る
と
一
石
ふ
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
貨
幣
・
な
る
商
品
と
他
。
一
般
の
商
品
と
の
交
換
割
合
が
所
謂
貨
幣
の
慣
値
で
あ
っ
て
F
共
の
債
値
を
決
定
す
る
所
の
も
の
は
共
の
商
品
（
貨
幣
）
自
躍
を
構
成
す
る
所
の
素
材
慎
値
に
外
な
ら
ぬ
と
一
五
ふ
の
で
あ
る
。
之
の
素
材
慣
値
を
共
の
基
本
的
要
素
と
し
て
金
属
設
は
成
り
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
て
之
の
素
材
債
値
に
依
っ
て
貨
幣
の
慣
値
｜
｜
本
質
ー
ー
を
求
め
ん
と
す
る
所
に
金
属
設
の
根
本
的
友
誤
謬
が
存
在
す
る
の
で
有
る。貨
幣
の
歴
史
的
存
在
と
し
て
は
1
余
層
設
は
確
か
に
重
要
な
る
存
在
で
あ
る
。
共
れ
は
古
代
に
於
け
る
装
飾
貨
幣
か
ら
質
問
貨
幣
の
時
代
を
過
ぎ
金
属
貨
幣
更
に
紙
幣
形
態
へ
と
進
化
し
て
来
た
事
、
即
ち
文
化
の
韓
民
と
枇
曾
制
度
と
の
整
備
、
確
立
に
と
も
な
び
必
然
的
に
貨
幣
が
鍾
貨
友
る
形
態
を
持
っ
て
現
れ
て
来
た
事
は
其
れ
に
と
も
な
ふ
貨
幣
制
度
の
下
に
有
つ
て
は
金
属
設
は
強
固
な
る
抽
出
し
て
決
定
的
・
な
る
論
理
で
有
っ
た
。
共
れ
故
に
叉
金
属
主
義
者
は
大
た
る
誤
謬
侵
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
有
る
。
）
印
ち
金
属
主
義
者
の
皐
一
の
頼
み
と
す
る
紙
幣
に
封
す
る
金
会
換
が
止
め
ら
れ
て
し
ま
っ
て
居
る
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
紙
幣
は
貨
幣
と
し
て
十
分
に
信
用
を
有
し
‘
流
通
し
て
居
る
の
で
有
る
。
之
れ
濁
り
吾
園
の
み
た
ら
や
調
逸
、
墳
圏
、
露
園
等
々
、
諸
闘
に
於
て
も
完
全
な
る
不
換
紙
幣
が
立
誠
に
流
通
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
之
の
現
象
を
余
属
主
義
は
彼
等
の
唱
へ
る
所
の
金
属
設
に
依
っ
て
果
し
て
十
分
に
説
明
す
る
事
が
出
来
る
で
る
ら
う
か
？
も
は
や
そ
れ
に
つ
い
て
言
葉
を
費
ひ
や
す
事
は
不
用
で
あ
ら
う
。
以
上
官
も
は
や
十
分
に
素
材
慣
値
を
根
本
と
す
る
余
属
設
が
現
時
の
貨
幣
現
象
を
設
問
す
る
に
は
飴
り
不
完
全
友
る
理
論
に
有
る
と
と
が
知
れ
る
で
あ
ら
う
か
ら
。
（
註
一
）
ク
ナ
ッ
プ
貨
幣
園
定
皐
設
邦
龍
一
O
l
一
掠
て
以
上
述
べ
た
る
如
き
金
属
設
の
根
本
的
な
る
競
謬
を
指
遁
し
‘
之
れ
に
か
わ
る
べ
〈
新
に
現
は
れ
た
設
が
即
ち
名
目
設
で
あ
る
。
之
の
名
目
設
の
火
査
を
切
っ
た
者
は
一
般
に
ク
ナ
ッ
プ
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
査
し
彼
の
園
定
皐
設
が
完
全
・
な
る
金
属
設
の
反
劃
論
と
し
て
有
名
た
る
矯
め
一
般
に
彼
を
其
の
先
費
者
と
友
す
所
で
有
る
。
タ
ナ
ッ
プ
は
前
記
の
固
定
準
訟
の
第
一
頁
に
「
l
l此
レ
正
貨
ガ
篇
貨
ノ
形
態
テ
ト
吋
人
テ
現
ワ
レ
タ
ロ
ト
ハ
、
共
ノ
概
念
＝
必
然
ナ
要
件
デ
ア
ル
。
設
ニ
於
テ
カ
多
数
ノ
思
考
ハ
貨
幣
制
度
ハ
信
一
貨
ノ
知
織
ヨ
リ
演
揮
ズ
ル
ロ
ト
ガ
能
ス
ト
一
五
フ
結
論
ヲ
下
シ
テ
キ
タ
。
併
シ
是
レ
ハ
大
イ
ナ
ル
誤
謬
デ
ア
ル
。
」
と
、
然
し
て
又
紙
幣
に
就
℃
「
此
ノ
極
（
紙
幣
）
（
詰
一
）
ノ
貨
幣
ハ
最
モ
疑
倶
ス
ベ
キ
モ
ノ
、
貫
一
一
正
シ
ク
危
険
デ
ア
ル
ト
ノ
慰
・
安
ヲ
此
島
一
二
引
用
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ナ
イ
。
何
ト
ナ
レ
パ
最
毛
惑
シ
キ
貨
幣
ト
離
モ
夫
ガ
懇
貨
幣
ナ
ル
ガ
潟
メ
－
一
ハ
必
ズ
貨
幣
デ
ナ
ケ
レ
パ
ナ
ラ
ヌ
震
メ
、
矢
張
一
リ
貨
幣
接
説
ュ
属
シ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
J
ア
ア
ル
」
と
説
い
て
金
属
拾
の
根
底
を
完
全
に
覆
が
へ
し
て
居
る
。
（
註
ご
筆
者
挿
入
之
の
事
を
更
に
一
居
明
確
に
す
る
矯
め
に
筆
者
は
是
に
兵
酷
的
な
一
例
を
引
い
で
見
ょ
う
。
最
も
手
近
な
我
閣
に
例
を
採
っ
て
見
忍
に
我
国
は
現
在
全
輸
出
禁
止
を
賀
行
し
叉
令
鏡
、
禁
止
を
も
命
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
故
に
名
目
は
日
本
銀
行
先
換
券
で
も
賓
際
は
不
換
紙
幣
と
同
様
の
も
O
で
あ
る
。
郎
ち
な
す
所
で
あ
る
。
然
し
ー
な
が
ら
岡
定
設
は
共
の
名
の
示
す
如
く
そ
の
基
礎
を
法
律
的
に
置
い
て
あ
る
矯
め
、
之
れ
を
経
済
的
見
地
か
ら
あ
る
時
は
之
の
説
は
共
附
却
に
欠
陥
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
と
ま
れ
之
の
設
が
名
目
設
の
基
礎
を
成
し
た
事
は
明
確
な
る
事
貨
で
あ
る
P
尚
之
の
設
は
ベ
ン
デ
イ
ク
セ
ン
に
依
り
多
分
に
経
済
的
に
柿
足
さ
れ
、
更
に
エ
ル
ス
タ
ー
に
依
り
完
成
さ
れ
た
の
で
有
る
。
名
目
設
を
見
る
以
上
之
の
e
閥
定
訟
は
其
の
基
本
を
成
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
之
等
三
者
の
各
論
理
い
を
知
る
事
は
必
要
欠
〈
べ
か
ら
古
る
所
で
あ
る
も
今
是
に
之
等
を
各
々
考
案
す
る
事
は
ゆ
る
さ
れ
ね
所
で
あ
る
。
故
に
定
に
は
唯
単
に
前
記
の
商
品
設
に
釘
し
浦
町
雰
説
〈
註
一
〉
を
上
げ
之
れ
に
依
り
論
を
進
め
る
事
に
す
る
。
（
註
一
〉
名
目
設
と
雄
も
決
し
て
之
が
貨
幣
現
論
に
於
け
る
絶
封
的
な
る
も
の
で
は
無
い
一
事
は
勿
論
で
あ
る
。
従
っ
て
共
の
名
目
設
に
到
し
で
も
保
々
の
設
が
有
る
。
票
券
一
訟
も
叉
共
の
一
つ
に
外
な
ら
な
い
、
故
に
之
の
某
器
詑
は
又
北
ハ
の
何
庵
か
に
不
十
分
な
る
賠
が
有
る
事
は
明
確
な
事
官
で
あ
る
l
i之
事
置
は
後
に
出
て
来
る
附
で
説
明
さ
れ
る
で
有
ろ
う
1
1之
の
不
完
会
な
る
事
を
知
り
・
な
が
ら
筆
者
が
あ
へ
て
之
の
設
を
採
っ
た
の
は
唯
前
記
の
海
口
問
設
に
到
し
て
名
目
設
を
考
察
す
る
便
宜
よ
之
の
票
紀
伊
試
を
．
共
れ
の
手
段
に
最
も
良
い
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
共
れ
が
不
適
宜
で
あ
る
な
ら
ば
共
れ
は
筆
者
。
至
ら
ざ
る
所
で
讃
有
諸
氏
に
陳
謝
す
る
者
で
あ
る
」
扱
て
商
品
設
に
於
て
は
貨
幣
の
慣
他
を
共
の
素
材
債
値
に
よ
り
決
定
し
、
叉
共
れ
に
よ
り
北
ハ
の
設
の
破
綻
を
来
た
し
た
の
で
有
る
が
、
他
方
票
雰
設
は
北
ハ
の
慣
他
瑚
諭
に
封
し
如
何
な
る
設
を
現
わ
し
た
か
？
以
下
之
れ
に
就
い
て
述
べ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
部
ち
之
の
債
値
論
と
そ
名
目
設
を
設
も
多
分
に
表
象
す
る
も
の
で
あ
る
。
定
で
再
び
前
記
の
ク
ナ
ッ
プ
の
一
言
葉
を
引
用
し
よ
う
。
印
ち
「
｜
｜
共
ノ
名
指
ハ
技
術
上
ノ
意
味
一
一
テ
定
義
ス
ル
事
ガ
到
底
不
可
能
デ
ア
ル
カ
！
若
シ
然
ラ
パ
夫
ハ
肯
如
何
ナ
ル
意
味
一
一
於
テ
定
義
シ
得
ベ
キ
モ
ノ
J
7
ア
ル
カ
？
1
1
1
」
換
言
す
れ
ば
貨
幣
の
一
事
伎
が
一
般
的
財
貨
に
封
し
て
持
つ
支
配
力
に
如
何
た
る
髄
に
依
っ
て
定
め
ら
れ
る
か
、
と
一
五
ふ
問
題
に
外
な
ら
ね
。
之
の
賠
に
立
脚
し
て
票
雰
設
は
共
の
慎
値
型
論
を
成
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
・
而
し
て
之
に
劉
し
粟
器
設
は
貨
僚
の
購
買
力
を
決
定
す
る
に
最
も
重
要
た
る
要
求
は
共
の
数
量
で
あ
る
と
去
し
て
定
に
所
謂
貨
幣
敷
且
一
設
怠
る
墜
設
を
共
の
債
値
論
に
於
て
立
て
た
の
で
あ
る
。
之
の
敷
且
一
設
に
謝
し
て
は
多
々
論
や
ペ
き
貼
あ
る
も
此
底
に
は
共
れ
等
に
ふ
れ
る
事
は
さ
け
る
。
唯
之
の
数
量
設
が
犬
鞍
以
来
貨
幣
理
論
上
に
重
要
去
る
位
置
を
市
め
つ
L
あ
る
事
に
一
言
し
て
止
め
て
置
く
、
即
ち
之
の
事
は
名
目
設
の
重
要
性
を
裏
書
す
る
も
に
外
－
な
ら
な
い
。
以
上
述
べ
来
っ
た
事
は
弐
の
諸
賄
を
明
か
に
し
た
事
と
思
ふ
。
：
一
、
貨
幣
抑
一
論
上
に
於
て
貨
幣
の
憤
値
が
決
し
て
共
の
素
材
慣
航
に
依
る
も
の
で
な
い
事
。
二
、
故
に
純
粋
な
る
紙
幣
も
又
一
つ
の
貨
幣
で
あ
る
。
一
二
、
更
に
小
切
手
た
る
形
態
を
以
っ
て
現
わ
れ
る
銀
行
預
金
も
所
謂
預
金
貨
幣
と
し
て
粧
掛
撃
的
に
貨
幣
の
一
部
で
あ
る
。
尚
之
の
第
三
に
就
い
て
は
（
コ
U
D
項
に
於
て
一
居
く
わ
し
〈
述
べ
る
で
あ
包
う
。
・
次
に
貨
幣
形
態
。
進
化
に
就
い
て
一
一
言
述
べ
て
置
〈
必
要
が
あ
ら
う
。
貨
幣
形
態
の
進
化
は
犬
瞳
弐
の
如
〈
で
あ
る
。
貨
幣
の
先
駆
と
し
て
の
物
品
質
幣
i
l合
属
貨
幣
（
錆
貨
と
し
て
の
）
1
1紙
幣
l
l預
金
貨
幣
、
以
上
の
形
態
の
准
化
に
於
て
定
マ
二
四
は
紙
幣
か
ら
預
金
貨
幣
へ
の
進
化
。
部
分
の
み
に
就
い
て
述
べ
る
事
に
す
る
。
紙
幣
に
於
て
先
づ
現
は
れ
た
る
形
態
は
先
換
紙
幣
で
あ
る
）
共
れ
は
貨
幣
の
債
値
を
其
の
素
材
債
値
に
あ
り
と
宏
せ
る
令
属
設
の
確
立
せ
る
時
代
に
於
け
る
唯
一
つ
の
紙
幣
で
る
る
。
次
に
不
換
紙
幣
が
現
わ
れ
た
、
脱
出
し
て
之
れ
は
共
る
宣
似
慣
値
の
み
に
依
り
十
分
に
流
通
し
た
。
之
の
紙
幣
の
流
通
と
そ
名
目
設
の
立
脚
黙
の
主
要
な
る
も
の
で
あ
る
。
黙
し
て
之
の
不
挽
紙
幣
の
稜
生
と
そ
貨
幣
形
態
の
無
態
化
の
基
礎
で
あ
る。
紙
幣
の
完
全
な
る
護
展
は
詮
に
次
ぎ
に
預
金
貨
幣
な
る
形
態
を
出
現
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
之
の
預
金
貨
幣
に
釘
し
て
は
預
金
が
果
し
て
貨
幣
な
る
や
否
ゃ
に
就
て
相
営
異
論
の
布
る
所
で
あ
る
が
、
定
忙
は
之
れ
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ね
事
に
す
る
。
貨
幣
形
態
が
物
品
貨
幣
よ
り
逐
次
貨
幣
自
慌
の
稜
展
に
依
り
共
の
科
鶴
子
な
る
性
質
を
明
か
に
し
来
っ
て
詮
に
之
の
到
余
貨
幣
な
る
貨
幣
と
し
て
最
後
の
形
態
に
建
し
た
の
で
あ
る
。
定
に
最
後
と
は
郎
ち
貨
幣
形
態
の
無
罷
化
に
外
な
ら
な
い
。
預
金
貨
幣
は
必
然
的
に
小
切
手
を
と
も
な
ふ
も
、
し
か
し
其
れ
は
唯
預
金
貨
幣
の
支
梯
手
段
た
る
に
過
ぎ
や
預
余
貨
幣
共
の
も
の
は
あ
く
ま
で
銀
行
心
帳
簿
上
の
記
数
字
以
外
の
何
物
で
も
左
い
の
で
あ
る
。
斯
〈
て
貨
幣
は
誌
に
会
般
的
で
は
伏
し
て
な
い
が
と
ま
れ
無
龍
一
牝
す
る
に
至
つ
た
。
市
し
之
の
無
瞳
化
の
陰
に
貨
幣
制
度
の
確
立
を
見
落
し
て
は
な
ら
た
い
。
橋
爪
博
士
は
（
註
ご
「
l
｜
経
楠
生
活
＝
ト
ツ
テ
、
交
換
ガ
イ
ヨ
イ
ヨ
必
然
的
ト
ナ
リ
従
ツ
テ
交
換
手
段
タ
ル
貨
幣
ガ
必
然
的
不
一
則
J
般
的
存
在
ト
ナ
ル
ト
同
時
品
質
幣
債
値
ノ
安
定
＝
封
シ
テ
相
官
強
度
信
任
ガ
梯
ハ
レ
ル
＝
至
ル
咽
’
コ
ト
ヲ
意
味
ス
ル
「
而
シ
テ
貨
幣
の
共
鰻
化
の
進
展
に
劃
し
て
は
、
経
済
撃
の
艶
象
に
就
い
て
くイ〉 緒
論
科
恩
一
む
研
究
は
封
象
の
認
議
に
始
ま
ろ
。
即
ち
、
科
壌
の
研
究
は
由
思
議
に
於
け
る
〈
最
高
義
で
は
な
い
）
客
観
的
認
識
の
経
験
に
依
っ
て
出
費
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
我
々
は
経
験
を
分
訴
し
て
、
客
睦
た
る
も
の
を
或
は
唯
物
論
者
の
町
立
場
上
り
し
て
、
之
を
物
と
し
之
を
概
念
論
者
の
立
場
よ
り
し
て
精
一
柳
の
性
質
と
す
る
か
何
れ
に
せ
よ
、
存
在
を
先
づ
定
立
す
る
の
で
あ
る
。
唯
物
論
的
見
地
は
、
此
の
立
場
を
出
費
鮪
と
し
て
、
主
障
の
封
立
）
分
裂
を
見
、
且
つ
行
ふ
の
で
あ
る
が
、
形
而
上
墜
揚
棄
后
K
於
け
「
：
・
・
：
必
ズ
之
ノ
賞
味
－
一
一
於
ケ
ル
貨
幣
制
度
、
貨
幣
経
済
ガ
確
立
セ
ネ
パ
ナ
ラ
ヌ
。
」
と
一
五
は
れ
て
居
る
。
上
越
の
如
く
貨
能
形
態
に
於
て
預
金
貨
幣
の
設
建
は
途
に
貨
併
の
無
輯
化
を
確
立
し
死
。
（
未
完
）
〈
註
一
）
橋
爪
氏
貨
幣
論
二
八
，怪1
見
延
之
j蔓
丞
る
観
念
論
に
於
て
は
、
例
醐
慌
の
直
接
経
験
、
の
分
析
に
よ
る
、
主
容
の
釘
立
を
以
て
精
紳
界
と
物
質
界
の
割
立
と
す
る
許
り
で
な
く
、
印
ち
、
具
酷
的
経
験
印
ち
、
感
費
を
通
し
た
時
、
場
所
の
限
定
に
於
て
、
現
在
に
話
さ
れ
た
る
経
験
を
、
一
つ
の
認
識
の
手
段
と
は
な
る
が
、
斯
る
分
拝
重
要
性
は
、
人
間
の
存
在
、
換
雪
一
目
す
れ
ば
、
人
類
的
又
は
、
人
間
的
主
観
を
前
提
し
て
、
物
は
精
榊
を
諜
想
し
て
始
め
て
宣
布
す
る
ど
見
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
近
代
の
唯
物
論
は
多
大
の
稜
建
を
魚
し
た
－
O
L」
雌
も
、
二
五
ヱ
マ
ヌ
ヱ
ル
・
